
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

新新任任ののごご挨挨拶拶

1. 

 22002233 年年４４月月１１日日にに田田妻妻病病院院長長がが就就任任ししままししたた  

                               

ＪＲ広島病院だより 

春春号号  

■2023 年 4 月 第 21 号 発行 

2023 年４月より JR広島病院院長に就任いたしました、田妻 進と申します。 

謹んで就任のご挨拶をさせていただきます。どうぞ宜しくお願い申し上げます。 

さて、JR広島病院は大正９年（1920 年）に広島駅構内に開設された広島鉄道治療所 

を起点として昭和 15 年（1940 年）に広島鉄道病院を開院して以降、戦時中の被爆や戦 

後の混乱期を乗り越えながら、通称“鉄道病院”として今日まで広島の地域住民のみな 

さまに寄り添ってまいりました。その間、昭和 62年（1987 年）の日本国有鉄道分割民 

営化に伴い西日本旅客鉄道株式会社広島支社広島鉄道病院となり、平成 28年（2016 年） 

には事業継承して現在の医療法人「JR広島病院」として新たなステージに歩を進めているところです。 

JR 広島病院は広島市東区に位置する総合病院として同地域住民の皆さまや医師会の先生方に信頼していた

だけるように地域医療への貢献に全力で努めております。また、広島駅から徒歩圏内にある利便性から県外か

らも多くの患者さんに受診していただいており、その多様なニーズにお応えできるように診療体制を整えてお

ります。 

その構成として、総合内科、消化器内科、循環器内科、呼吸器内科、リウマチ・膠原病内科、脳神経内科な

ど内科領域全般、一般外科、消化器外科、甲状腺外科、整形外科、眼科、皮膚科、産婦人科、泌尿器科、小児

科、放射線科、リハビリテーション科、麻酔科、耳鼻咽喉科、病理診断科、人工透析外科、緩和ケア科、歯科

口腔外科、精神科に加えて、温熱療法室、化学療法センター、人工透析センターを備えています。また、広島

大学病院および広島がん高精度放射線治療センター (HIPRAC)と連携して高度がん治療に取り組む一方、予

防・未病の観点から健診センターを充実させて人間ドック・生活習慣病予防検診・各種健康診断を実施してい

ます。 

 JR 広島病院は臨床研修指定病院として若手医師を中心に医療人育成にも注力しており、特に新人医師の研

修（初期臨床研修）では広島大学病院との連携も行っています。 

これからも地域の医療を守るために高度で質の高い医療を提供してまいりますので、どうぞ宜しくお願い申

し上げます。 

                              ＪＲ広島病院 病院長 田妻 進 

ホームページに当院年報を掲出しています。 

 



                                                                                          新新任任医医師師ののごご紹紹介介  

2. 

 
 

循環器内科 医長 

橋本 悠 

 

呼吸が苦しい、胸が痛い、

動悸がするなど、心臓に関

する病気の診察をさせて

いただきます。ご自身のお

病気に関して理解してい

ただけるように、出来る限

りわかりやすく説明をい

たします。少しでも地域の

皆様のお役に立てるよう

努めてまいります。 

外科 医長 

築家 恵美 

 

患者さんに寄り添い

丁寧な診察ができる

よう心がけていま

す。地域の患者さん

のお役に立てるよう

に努めさせていただ

きます。よろしくお

願いいたします。 

整形外科 医長 

岩佐 和俊 

 

丁寧な診療を行

って、地域医療に

貢献できるよう

努力してまいり

ます。よろしくお

願いいたします。 

整形外科 医師 

川口 修平 

 

丁寧な診察を心がけ、

地域医療に貢献すべく

努めてまいります。よ

ろしくお願いします。 

皮膚科 医長 

玉理 紗帆 

 

１人１人の患者さんに

寄り添った丁寧な診療

を心がけております。

少しでも地域の皆様の

お役に立てるよう努力

しますので宜しくお願

いいたします。 

リウマチ・膠原病内科 医師 

清家 廉 

 

患者さんに寄り添った診

療を心がけています。ささ

いなことでも気になるこ

とがあれば、ご気軽にご相

談下さい。よろしくお願い

いたします。 

耳鼻咽喉科 医師 

廣兼 桜 

 

地域の皆様のお役に立てる

ように、丁寧な診療・わかり

やすい説明を心がけており

ます。精一杯頑張りますの

で、よろしくお願いします。 

はしもと ゆう 

 

かわぐち しゅうへい 

 

ちくいえ えみ 

 

いわさ かずとし 

 

たまり さほ 

 

ひろかね さくら 

 

せいけ れん 

 

 

 

在在職職中中ははおお世世話話ににななりりままししたた。。（（３３月月末末退退職職医医師師ののごご紹紹介介））  

病院長      河本 昌志(4/1 付顧問就任) 

診療部長    岡本 有三            リハビリテーション科主任部長 中村 精吾 

麻酔科主任部長 久保田 稔（4/1 付麻酔科部長（非常勤）就任）      

整形外科部長  須賀 紀文         呼吸器内科医長        川本 数真 

リウマチ・膠原病内科医長   河野 紘輝  整形外科医師                松本 明子 

耳鼻咽喉科医師 五月女 有華 

泌尿器科 医師 

河野 浩之 

 

泌尿器科入局１年目の河

野浩之です。まだ大変未熟

者ですが、ご指導頂きなが

ら少しでも早く地域の皆

様に貢献できるよう精進

してまいります。よろしく

お願いします。 

かわの ひろゆき 

 

リウマチ・膠原病内科 医師 

小山 雅子 

 

本年度よりリウマチ科レジデン

トとして勤務させていただくこ

ととなりました。至らない点ば

かりではありますが、地域の皆

様のお役に立てるよう日々精進

してまいります。よろしくお願

いいたします。 

おやま まさこ 

 

呼吸器内科 医長 

山田 貴弘 

 

肺炎、喘息、肺がんと

いった呼吸器疾患を中

心に患者さんの様々な

悩みに対応できるよう

努めてまいります。わ

かりやすい説明を心が

けますので何かありま

したらご相談くださ

い。 

やまだ たかひろ 

 

整形外科 医師 

今井 寛人 

 

整形外科１年目でわ

からないことだらけ

ではありますが、早

く皆様の役に立てる

よう勉強していきま

すので、どうぞよろ

しくお願いします。 

いまい ひろと 

 

リウマチ・膠原病内科 主任部長 

山崎 聡士 

 

関節リウマチや膠原病疾患を

中心に、安全で効果的な治療

の提供を目指します。優しさ

と誠実さを兼ね備えた診療を

心がけて、地域の皆様に貢献

できるよう努めてまいりま

す。 

やまさき さとし 

 

麻酔科 主任部長 

久保 隆嗣 

 

北部医療センター安佐市

民病院から参りました。

安全な麻酔を心がけてお

ります。今後ともよろし

くお願い申し上げます。 

くぼ たかし 



今回は「おしりおなかクリニック八丁堀」の院長の吉田誠先生にお話を伺いました。 

3. 

おしりおなかクリニック八丁堀（痔・便秘・腸活専門クリニック） 
住所：〒730-0017 広島市中区鉄砲町 10-13 
電話：082-554-0407     院長：吉田 誠 

連携医療機関のご紹介 
 おしりおなかクリニック八丁堀 （広島市中区） 

 病院の特徴、実績（当院との連携実績） 

当院は痔の日帰り手術と便秘・腸活外来を中心としたクリニックとして 2021 年６月に開院いたしました。

お陰様で昨年度１年間の日帰り手術数が 449 件となりました。患者様に安心して手術を受けていただけるよ

う、当院スタッフとともに研鑽してゆきたいと考えています。また JR 広島病院には入院手術を希望された 88

症例をお願いいたしました。大変感謝しております。 

診療で大切にしていること 

当院は「恥ずかしくない、痛くない」をコンセプトに痔核、痔瘻など

の肛門疾患の日帰り手術を中心に診療しています。恥ずかしくて受診を

ためらっていた方や、仕事や家庭の事情で手術を諦めていた方が安心し

て受診していただける受け皿となることを目指しています。 

JR広島病院に期待すること 

日帰り手術では対応できないような症例や合併症のリスクは常にあり、

当院の診療は JR 広島病院の皆様のバックアップなしには成り立ちませ

ん。日々、助けていただいており感謝に堪えません。今後ともよろしくお

願いします。 

〒732-0057 広島市東区二葉の里３丁目 1-36 

Tel:082-262-1171  Fax:082-262-1499 

 
 

 

編集責任者 上西 啓之 

 

 

 

 河本病院長退任のご挨拶 

 小生は 2023 年３月末日を以て JR 広島病院長を退任いたしました。関係 

各施設・先生方には大変お世話になり心からお礼申し上げます。適当なご 

挨拶の機会もないまま退任することとなりお詫び申し上げます。 

院長に就任した 2019 年には新米院長を歓迎していただき大変心強く思ったものです。病診連携での当院の

立ち位置など多くのことを教えて戴きありがとうございました。 

 院長として病院の舵取りを思案するうちに、半年後辺りから世界的に流行し始めたコロナウイルスの影響が

足下にも及び始めて、院長としては感染対策と一般診療の継続に忙殺されるようになり、以後ほぼこれに関係

する諸事項の処理が主要な仕事となって今に至ります。当時の日誌にコロナ対応を始めた日付を 2020 年３月

２日としており、以後発熱外来の設置・面会制限、コロナウイルス感染対策本部、感染対策チームの設置、広

島県からのホテル宿泊感染者対応依頼・医師看護師派遣などを記載しています。発熱患者ブース設置、コロナ

ワクチン接種会場設営などの関連事項は今もその影響が尾を引いています。 

 一方で、コロナとは全く別次元で病院統合の話が密かに進行しており、当初はこの話に仰天しましたが、県

が本気であることから承諾も已むなしとの判断に至り、そうであるならどのように円滑に良いものを作って行

くかに焦点を移して協議を重ねています。数年後にこの二葉の里に全国有数の巨大病院が出現し、地域医療の

拠点となることの成功を祈って、院長退任後はこの計画の応援団の一員として声援を送りたいと思います。 

院長としての在任４年間は、お世話になり誠にありがとうございました。 

                                 ＪＲ広島病院 顧問 河本昌志 

 



  


